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実践的指導力育成に向けた初等家庭科教育法の授業実践
－－模擬授業実践の経過と学生の相互評価・自己評価からの考察－－
松本 歩子・花輪 由樹
要 旨
【目的】文部科学省は「実践的指導力」をこれからの時代の教員に求められる資質能力の一つとして
いる。本研究では、小学校の教科「家庭」の実践的指導力育成の基礎を養う効果的な「家庭科教育
法」のあり方を検討する。【方法】平安女学院大学で 2016 年度の「家庭科教育法」（2クラス開講）
を受講した大学生 46 名を対象に実施した指導に関して、受講生の授業での様子と毎授業後に記載さ
せる感想文から学びの経過を把握した。また模擬授業後に行った学生の相互評価（自由記述）と自己
評価（質問紙）の結果を分析した。【結果】①グループ単位での模擬授業検討の機会が主体的・対話
的で深い学びを生み出していた②模擬授業後の相互評価では「授業構造・構成」「教師から児童への
働きかけ」「学習環境の整備」の 3方向の視点が含まれていた③特に「教師から児童への働きかけ」
に関する全 11 項目については自己評価にて 9割の学生が実践できた（やや実践できたを含む）と感
じていることが把握された。
〔キーワード〕 家庭科教育法 実践的指導力 模擬授業 授業実践 小学校教員養成
はじめに
教員養成において「実践的指導力」の育成が求められてきた歴史は長い注1）。平成 27 年中央教育審
議会教員養成部会「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（中間まとめ）」1）にお
いても、改めて「実践的指導力」をこれから時代の教員に求められる資質能力の一つとして位置づけ
られている。青木2）は「教員養成課程において育成すべき実践的指導力について言及し」、「将来にわ
たる職能成長を保証する素地としての基本的能力を培っていくことが養成課程に課せられた実践的能
力への対応ではないか」との一定の結論を述べている。そして、「教科指導における実践力を育むた
めに必要な家庭科教育法の授業改善について」、家庭科教育法Ⅲの模擬授業実践の分析を通して検討
を行っている。また高木3,4）や堀内5）も中等家庭科教育法の模擬授業実践からその効果を検証している。
なお、初等家庭科教育法の模擬授業実践に関しては畦6）が「学習指導案作成に強化した講義後、模
擬授業を導入した結果、一定の成果を上げた」とし、「模擬授業後の省察内容を反映した再度の模擬
授業実践が授業実践力向上において効果的である」と結論付けながらも、その後の実践・検証には
至っていない。初等家庭科教育法で、学習指導案作成を強化し、模擬授業を 2回ずつ実施することは
理想的ではあるが、限られた時間内においてはさらなる効果的な授業法の検討が必要であると考える。
1 ．本研究の目的
以上を踏まえ、本研究では、小学校の教科「家庭」の実践的指導力育成の基礎を養う効果的な「家
庭科教育法」のあり方を検討する。
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2 ．研究の方法
2－1．調査対象
平安女学院大学で 2016 年度の「家庭科教育法」（2クラス開講）を受講した大学生 46 名（2年生
44 名と 3年生 1名、4年生 1名）を対象に実施した指導に関して、受講生の授業での様子と毎授業後
に記載させる感想文から学びの経過を把握する。また模擬授業後に記録させた学生の相互評価（自由
記述）と自己評価（質問紙）の結果を分析する。
2－2．倫理的配慮
学生には感想文、相互評価、自己評価の分析結果を個人が特定されない形で、研究において用いる
ことについて、授業内で口頭にて説明し、承諾を得ている。
3 ．家庭科教育法の授業実践
3－1．授業の位置づけ
平安女学院大学子ども教育学部で教職課程を履修する学生は、教育職員免許法施行規則に定める小
学校教諭一種免許取得科目のうち「教職課程及び指導法に関する科目」の「各教科の指導法」として
位置付けられた「家庭科教育法」を 2年次秋学期に履修する。なおそれに先立って教科に関する科目
として「教科家庭」を 2年次春学期に履修する。「教科家庭」では小学校家庭科の各領域の内容につ
いて、基礎知識と応用力を習得することを主たるねらいとし、「家庭科教育法」での学習指導案の作
成や模擬授業などを通して具体的・実践的に家庭科指導のあり方について学習するねらいへとつな
がっている。なお、筆者 1は 2014 年より当科目を担当し、授業改善を図ってきた。
3－2．受講生の内訳
「家庭科教育法」2クラス（月クラス、水クラス）の女子学生受講者合計 45 名である。「家庭科教
育法」は小学校教員免許必須科目で、第 2学年の秋学期に配置されている科目であり、基本的には春
学期に開講される「教科家庭」で、家庭科の内容を支える被服、食物、住居、家族、消費環境等専門
的な知識及び技術を修得した学生が受講している。
3－3．テキスト
加地芳子他編著『初等家庭科教育法』ミネルヴァ書房 2011 年と、小学校学習指導要領解説（文部
科学省『小学校学習指導要領解説 家庭編』、東洋館）及び検定教科書（文部科学省検定済教科書小
学校家庭科用『わたしたちの家庭科』、開隆堂）を使用した。
3－4．授業の流れ
「家庭科教育法」は表 1に示すカリキュラムで実施した。先述のテキストを使用し、家庭科教育の
特徴、指導と評価の計画について等の講義を行った後、第 5回には研究授業のビデオ注2）視聴から授
業の工夫・改善点を受講生全員が発言し討論した。
第 6～8回では学習指導案（細案）の構成などについて例を示し講義を行った後、家族、消費・環
境、衣、食、住の 5つの分野を抽選により割り振り、担当する分野の中から授業を行いたい学年、単
元を個々人が選択し学習指導案の作成を行った。提出された学習指導案は教師（筆者 1）が添削した
後、返却し、講義にて補足説明を行った。
第 9～11 回では、同分野の指導案作成を行った者が 3～5人で 1グループ、全 6グループを構成し
（表 2参照）、個々人が作成した学習指導案の内容を踏まえ、新たにグループにて授業計画を立て、学
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習指導案を検討し、模擬授業に向けた準備を実施した。その際、グループ内で教師役と児童役に分か
れ、必ず模擬授業の事前練習を行うこととした。グループでの模擬授業練習を円滑に行うため、グ
ループごとに黒板のある小教室を用意した。模造紙・画用紙やペンなど教材作成に必要な材料は教師
（筆者 1）が準備した。
第 12～14 回では 1グループ 30 分間の模擬授業（45 分授業の中の 30 分間を切り取る）を 1名が教
師役、その他受講者は児童役になり実施した。1回につき、2グループの発表を 3回に分けて行った
（表 2参照）。当日、模擬授業前にはグループの代表者が模擬授業の単元構成や、本時に至る流れの説
明を行った。模擬授業後には、10 分程度の省察の時間を設け、模擬授業内容に関する質疑・意見の
発言および、各授業の「良かった点」と「課題と改善案」についてコメントシートへの記載、提出を
求めた。教員は学生の課題に影響が出ないよう、最後にコメントを 2、3点述べるにとどめた。
第 15 回では、受講者全員から集めたコメントシートを記載者名は伏せた形で、授業担当グループ
にフィードバックするとともに、自身のグループの模擬授業を客観視するため、チェックシートを用
いて自己評価を行った上で、模擬授業における評価と課題等について教師（筆者 1）から補足した。
3－5．授業評価アンケート
授業最終日（15 回目）に実施した全学共通授業評価アンケートの結果を表 3に示す。クラス間の
評価のばらつきは大きくはなく、いずれのクラスにおいても「わかりやすく講義していた」「授業が
役に立った」という項目で高い評価が得られている。
4 ．結果と考察
4－1．授業観察
模擬授業に先立ち、第 5回の「授業づくりの工夫」では、横浜市教育委員会編『横浜版学習指導要
領指導資料家庭科、技術・家庭科編』（ぎょうせい、2010）の付録 CD-ROMに収録される授業ビデ
オ「おいしいごはんとみそ汁をつくろう（小学 5年生）」（45 分授業を約 20 分に編集）を視聴し、
「良かった点」および「改善点」について、受講生全員に発言を促したところ、表 4のような意見が
得られた。いずれのクラスにおいても受講者の意見を集約すると加地が「授業を観察する視点」注3）の
表 1 「家庭科教育法」シラバス 表 2 模擬授業グループの概要
時間 講義内容
1 小学校家庭科のあゆみとねらい
2 家庭科の目標と内容
3 家庭科の学習指導·評価のあり方
4 指導と評価の計画
5 授業づくりの工夫
6 学習指導案の書き方
7 学習指導案の作成
8 学習指導案の修正
9 模擬授業の検討
10 模擬授業の検討
11 模擬授業の検討
12 模擬授業
13 模擬授業
14 模擬授業
15 模擬授業の評価とまとめ
グループ 人数 模擬授業実施日
月 家族 4人 2016/12/19
月 住 4人 2016/12/19
月 衣 5人 2016/12/26
月 消環 4人 2016/12/26
月 食 1 4 人 2017/1/16
月 食 2 3 人 2017/1/16
水 家族 4人 2016/12/14
水 食 2 3 人 2016/12/14
水 消環 4人 2016/12/21
水 衣 4人 2016/12/21
水 食 1 3 人 2017/1/11
水 住 3人 2017/1/11
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表 3 授業評価アンケート（家庭科教育法）
表 4 授業観察後の学生の評価内容
上段は月クラス、下段は水クラスの結果
そう思う ほぼそう思う
どちらとも
言えない
あまりそう
思わない
そう思わ
ない 無回答 合計 平均点
予習・復習を行っていた
8 13 1 0 0 0 22 4.32
7 11 2 0 0 0 20 4.25
出席管理をしていた
17 5 0 0 0 0 22 4.77
17 3 0 0 0 0 20 4.85
指定座席への着席を指
示していた
14 8 0 0 0 0 22 4.64
13 7 0 0 0 0 20 4.65
授業時間を守っていた
15 7 0 0 0 0 22 4.68
16 3 1 0 0 0 20 4.75
シラバスに沿った授業
だった
13 9 0 0 0 0 22 4.59
15 5 0 0 0 0 20 4.75
わかりやすく講義して
いた
16 6 0 0 0 0 22 4.73
16 3 1 0 0 0 20 4.75
質問・相談への対応が
十分だった
16 6 0 0 0 0 22 4.73
15 4 1 0 0 0 20 4.70
授業が役にたった
16 6 0 0 0 0 22 4.73
13 6 1 0 0 0 20 4.60
他の学生にも授業を薦
めたい
14 7 1 0 0 0 22 4.59
13 6 1 0 0 0 20 4.60
この授業に満足している
13 8 1 0 0 0 22 4.55
14 5 1 0 0 0 20 4.65
授業構造・構
成について
良
・学習のめあてがわかりやすく示されていた。
・導入が子どもたちの気持ちを引き寄せられるような内容になっていた。
・事前の家庭学習からの流れがよかった。
・これまでの復習から新しい内容へという流れが良かった。
・子どもたちが発表できる場面がたくさんあった。
・味噌の試食など五感にはたらきかける内容であった。
・5大栄養素の内容については栄養士さんが説明するという点が工夫されていた。
・ティームティーチングが実践されていた。
・最後に学んだことをまとめて発表する機会があった。
・味噌の比較という発展的な内容が含まれていた。
・今後の学びの流れ、予定が説明されていた。
改 ・内容が盛りだくさん過ぎた。
児童への働き
かけについて
良
・話すスピードが良かった。
・話し方が落ち着いていた。
・話の内容が分かりやすかった。
・子どもたちのひとつひとつの意見をしっかり受け止めていた。
・どんな意見にも臨機応変に対応していた。
・子どもたちの意見を次の展開に繋げていた。
・机間巡視で把握した子どもの意見をうまく発表させていた。
改 ・子どもの意見で拾われていないものがあったから拾ってほしかった。・栄養士さんの話がもう少し分かりやすければよかった
学習環境の整
備について
良
・ワークシートにシールを張る方法が工夫されていた。
・字がきれいで見やすかった。
・5大栄養素の黒板がわかりやすかった。
・見やすい掲示物が準備されていた。
・実物の食品が示されることでより意欲が沸く仕組みがあった。
・板書がわかりやすくまとめられていた。
改 ・試食の時の衛生面にもう少し配慮した方が良いと思った。
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大枠として掲げる「授業の構造・構成」、「教師から児童への働きかけ」「学習環境の整備」の 3つの
観点から授業の分析がなされていることが確認された。
授業後の感想としては、「授業ビデオの内容は良い点はたくさん見つけられたが、改善点を見つけ
るのは困難であった。」という意見が多く、また「他の人の発表から新たな授業の良い点を発見でき
た。」「他教科の授業は見たことがあったが、家庭科の授業は初めて見た。」「模擬授業を作る際の参考
にしたい」「模擬授業を行うためにはたくさんの計画、準備をしなければならないと感じた」などの
意見がみられた。視聴した授業ビデオが受講学生にとって、家庭科の模擬授業を作成する上でのロー
ルモデルとして位置づいたと考えられる。
4－2．指導案作成
指導案の書き方は、京都教育大学H.P.に掲載される「実地教育用学習指導案」注4）の標準形式をもと
に指導した。受講生は与えられた分野の中で、自身が模擬授業として行いたいと考える題材を選択し、
学習指導要領と小学校家庭科の教科書（開隆堂）との関連性、構成を分析した。学習指導要領解説の
読み解き、教科書分析等を行うことによって、単元の目標、教材観を確立させ、学習指導案の立案に
着手した。指導案の指導・作成は情報処理室で実施し、教師は一斉指導の後、個別の質問に応じた。
提出された指導案から、題材の目標や教材観、指導計画については、学習指導要領解説や開隆堂
H.P.に公開される「年間指導計画作成資料」注5）をもとに理解し、作成されていたが、指導観並びに本
時の展開には課題が多く見受けられた。特に、「本時の展開」では、提出された全ての指導案におい
て、グループワークや、体験的な活動の機会など参加体験型学習を意識した展開が提案されていたが、
授業の流れ、発問の内容、グループ学習の意図、時間設定などの検討が不十分であった。また、板書
計画及び、評価の計画、評価規準の設定がなされていないものも複数確認された。
4－3．模擬授業の検討
グループでの模擬授業の検討にあてた第 9回～11 回は、必ず模擬授業の事前練習（表中では「プ
レ」と表記）を行うことを指示した上で、時間の配分は各グループに委ねたところ、表 5のようにそ
れぞれにおいて検討が進められた。いずれのグループも第 9回では、互いの指導案を比較する中で扱
う題材を絞り、模擬授業の方向性の検討がなされた。次いで、大半の多くのグループが第 10 回で教
材の作成、第 11 回で事前練習が実施された。
「他人の指導案を見ることで参考になった」、「それぞれのいいところを組み合わせて新たな指導案
を考えた」や「（自身が作成した指導案を）他人に伝えて理解してもらうことが難しかった」「人に説
明することで指導案の不十分さに気づいた」という第 9回の授業後の感想からも、同分野で事前に
個々に指導案を検討した者同士が集まることで、一人一人が主体的に学びを深化させる機会を生んだ
ことが把握された。
また事前練習では、教師役の授業進行を度々中断させながら、グループ全員で発問の内容や板書の
方法、授業の流れについて確認し、活発に議論が行われている姿が各グループで見られた。中には教
師役を交代しながら、発問や進行を提案しあうグループもあった。事前練習後の感想からは、表 5の
課題が読み取れた。またすべてのグループが模擬授業までに事前練習をふまえて「指導案の修正を行
う」とし、再度休み時間に事前練習を予定するグループや、教材の修正、追加作成を行うグループも
あった。事前練習により、グループ内での対話的な学びが生み出され、授業内容がより深化したとい
えるだろう。
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4－4．模擬授業における相互評価
各グループの模擬授業終了後に、「良かった点」、「今後の課題・改善案」をそれぞれ 5×7.5cmの
付箋（コメントカード）に無記名で自由に記述させ、名前付きの台紙に張り付けて授業後に提出を求
めた。毎回、いずれの内容についても多くの学生が箇条書きで複数個の意見をあげており、積極性が
感じられた。
箇条書きのコメントを 1つずつ、加地の「授業を観察する視点」の大枠である 3つの観点「授業の
構造・構成」「教師から児童への働きかけ」「学習環境の整備」から分析したところ、例えば水クラス
受講者 21 名のコメントは表 6のように分類され、欠席がなく、5グループすべての模擬授業に参加
した受講生は、模擬授業ごとに評価の観点に偏りは見られたものの、総合的に見ると良かった点、改
善案ともに 3つの観点から模擬授業を観察し、評価できていたことが把握された。
また、表 7のとおり、同水クラスの自由記述を模擬授業ごとに分析しても、偏りはあるものの、総
合的に見るといずれも 3つの観点で評価コメントがなされていることが確認された。
4－5．模擬授業における自己評価
加地の「授業を観察する視点」1）の細目に沿って、模擬授業の自己評価表を作成し、15 回目の授業
時に各自に配布、回収した結果が表 8である。
24 項目中 20 項目については約 9割の学生が「とてもあてはまる」「あてはまる」「ややあてはま
る」を選択し、程度の差はあるが各種視点をもって授業づくりを行えていたことが把握された。特に
「教師から児童への働きかけ・指導技術を中心に」に関しては、全ての項目で約 9割の学生が視点を
持つことができていた。
一方、「あてはまらない」と答えた者の割合が多かった 4項目のうち、掲示等環境整備については
表 5 模擬授業検討の流れ
グループ 第 9回 第 10 回 第 11 回 課題
月 家族 指導案比較検討・教材作成 教材作成
指導案の修正
（プレは別日） 意見の引き出し方・まとめ方
月 住 指導案比較検討 教材作成・指導案検討
プレ
（指導案修正） 実物の代替品準備（お道具箱）、導入が困難、板書
月 衣 指導案比較検討 教材作成 プレ（指導案修正）
ワークシートに取り組むまでの流れ、わかりや
すい説明
月 消環 指導案比較検討 教材作成 プレ（再プレ予定・指導案修正）
子どもの参加の仕方、子どもの発言予測、つな
ぎ方、まとめ方、板書
月 食 1 指導案比較検討 教材作成 プレ・教材作成（指導案修正） ICTの活用方法・板書計画
月 食 2 指導案比較検討 教材作成・プレ 教材作成・プレ（指導案修正） 教材の大きさ、教材準備の大変さ
水 家族 指導案比較検討 指導案検討 プレ（指導案修正）
各活動の時間配分、わかりやすくする工夫、話
し方
水 食 2 指導案比較検討 指導案検討・板書計画・教材作成
プレ
（指導案修正） 発問の難しさ、知識の必要性
水 消環 指導案比較検討 指導案検討・教材作成
プレ
（指導案修正） 板書、設問の仕方、教材研究の不十分さ
水 衣 指導案比較検討・教材作成 プレ・教材作成
教材作成・指
導案修正 具体的な言葉かけの内容、授業の流れ
水 食 1 指導案比較検討 教材作成 プレ（指導案修正）
掲示物の大きさ、発問の仕方、答えの予想、振
り返りを含めた導入内容
水 住 指導案比較検討 指導案の検討・教材作成
プレ
（指導案修正）
教材・板書のわかりやすさ、発問の仕方、話し方、グ
ループワークの方法（単に話し合えばいいのではない）
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大学内での「模擬」授業であるためやむをえない部分もあるといえるが、項目 8、9にあたる評価に
関わる計画が十分ではなかった。
4－6．考察
実践的指導力の向上にあたって、教員養成課程においては、授業実践を多角的視点から観察し、評
価する力が「将来にわたる職能成長を保証する素地としての基本的能力」2）の 1 つとして求められる。
今回の、家庭科教育法における模擬授業実践では、授業観察、指導案の作成、模擬授業の検討、相互
評価、自己評価を通して、その多角的視点を持ち、実践に結びつけられたことから、実践的指導力育
成の効果が検証されたと考えられる。特に、授業ビデオによるロールモデルの形成、そして事前練習
表 6 模擬授業の相互評価における観点別件数
表 7 相互評価における各模擬授業の観点別評価件数
（水クラス n＝21、件）
（n＝21）
良かった点（件）/今後の課題・改善案（件）
良かった点 今後の課題・改善案
授業の
構造・構成
児童への
働きかけ
学習環境
の整備
授業の
構造・構成
児童への
働きかけ
学習環境
の整備 欠席
1 6 5 4 5 4 3 0
2 2 4 6 3 3 1 2
3 2 6 10 3 6 4 0
4 8 8 3 6 9 3 0
5 3 4 2 6 0 2 0
6 5 2 4 4 2 3 0
7 2 4 2 3 0 1 1
8 5 11 5 11 3 2 0
9 6 10 10 6 3 4 0
10 2 8 6 2 5 3 0
11 5 9 8 11 5 4 0
12 0 8 3 2 5 4 2
13 0 1 1 0 1 1 4
14 4 0 3 1 0 4 2
15 6 6 6 7 1 6 0
16 5 6 2 6 2 3 1
17 4 6 6 3 4 1 0
18 5 4 2 1 4 5 0
19 2 11 3 9 3 5 0
20 4 10 8 11 1 8 0
21 6 11 4 10 5 7 0
計 82 134 98 110 66 74
家族 G 食 2 G 消環 G 衣 G 食 1 G 住 G
授業の構造・構成 15/17 21/16 12/25 10/20 6/17 18/15
児童への働きかけ 30/0 13/20 22/17 27/11 21/7 21/11
学習環境の整備 6/17 23/8 21/14 12/7 19/10 17/18
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による模擬授業省察機会の設定が成果への筋道となったといえるのではないだろうか。
ただし、「評価の計画」「評価規準の設定」については、講義及び指導案作成・添削において指導を
行ってきたもの、実践へと落とし込めていない現状が把握されたことから、今後、指導の強化が求め
られる。
表 8 模擬授業の自己評価における観点別件数
（n＝44）
とてもあて
はまる あてはまる
ややあては
まる
あてはまら
ない
授業の構造・構成について
1 本時の目標が明確であり、目標達成にむけて教師と児童が授業を共同で作り上げていたか 17 39％ 21 48％ 6 14％ 0 0％
2 本時の学習のねらいが児童にも確認されていたか 14 32％ 24 55％ 5 11％ 1 2％
3 授業の流れ（指導計画の立て方）が児童の思考の流れに沿うものになっていたか 3 7％ 20 45％ 20 45％ 1 2％
4 教師から一方的に説明するだけではなく、児童が発言・発表したり、活動したりする場面が準備されていたか 23 52％ 17 39％ 3 7％ 1 2％
5 児童に考えさせるゆとりや時間がとられていたか 15 34％ 24 55％ 4 9％ 1 2％
6 児童が考えを整理したり、まとめたりするためのプリントなどが適切に準備されていたか（学習状況を評価する資料としても活用できる） 15 34％ 20 45％ 8 18％ 1 2％
7 教材・教具の内容と提示の仕方・タイミングが適切であったか 10 23％ 20 45％ 9 20％ 5 11％
8 目標の達成において「C努力を要する」状況が予想される児童への手だてが準備されていたか 0 0％ 9 20％ 16 36％ 19 43％
9 目標を達成し「A十分満足」の状況にある児童に対して、発展的学習が準備されていたか 2 5％ 5 11％ 18 41％ 19 43％
教師から児童への働きかけ・指導技術を中心に
10 教師の説明は、筋が通り、要点をつかめたか 5 11％ 26 59％ 11 25％ 2 5％
11 教師の言葉づかい、用語などはわかりやすかったか 10 23％ 23 52％ 9 20％ 2 5％
12 教師が話す声の抑揚・大きさ・速さ・間の取り方などが適切であったか 17 39％ 23 52％ 4 9％ 0 0％
13 授業の中核をなす発問の内容が、よく練られて適切であったか 4 9％ 23 52％ 15 34％ 2 5％
14 発問の意図が児童にわかりやすく、児童が答えやすかったか 5 11％ 23 52％ 13 30％ 3 7％
15 発問に答えた児童への対応が適切であったか 14 32％ 23 52％ 7 16％ 0 0％
16 教師の立ち位置が、適切であったか 18 41％ 20 45％ 6 14％ 0 0％
17 板書は見やすく・正確で、授業の流れが分かりやすくなっていたか 14 32％ 14 32％ 11 25％ 5 11％
18 教材・教具の利用で、授業がわかりやすくなったか 12 27％ 22 50％ 9 20％ 1 2％
19 児童への働きかけが、暖かく・公平に行われていたか 21 48％ 17 39％ 6 14％ 0 0％
20 児童の活動に対する指示が適切に行われていたか 10 23％ 26 59％ 7 16％ 0 0％
学習環境の整備を中心に
21 学習効果を上げるように教材・教具が工夫されていたか 10 23％ 22 50％ 11 25％ 1 2％
22 設備や備品の数が児童に対して十分であり、整備されていたか 9 20％ 20 45％ 12 27％ 3 7％
23 教室や家庭科の掲示や図書は、学習意欲を高めたり、サポートしたりするように整えられていたか 4 9％ 11 25％ 18 41％ 10 23％
24 掲示などによって、家庭での実践や自由研究などの意欲を高めさせる工夫が行われていたか 4 9％ 16 36％ 10 23％ 14 32％
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注
注1）例えば、文部科学省教育職員養成審議会第一次答申「新たな時代に向けた教員養成の改善方策について」
1997 や文部科学省高等教育局専門教育課『今後の国立の教員養成系大学学部の在り方について（報告）』
2001 においてその必要性が強調されている。
注2）横浜市教育委員会事務局「横浜版学習指導要領指導資料家庭科、技術・家庭科編」ぎょうせい、2010、付録
CD-ROMに収録される授業ビデオ「おいしいごはんとみそ汁をつくろう（小学 5年生）」
注3）加地芳子他編著『初等家庭科教育法』、ミネルヴァ書房、2011、p56-57 第 2 章「家庭科の教育課程」第 4節
「指導と評価の計画」6「授業観察と評価」において、紹介されている。
注4）京都教育大学「実地教育用学習指導案集」http://kyoumu.kyokyo-u.ac.jp/jicci/shidouan.html（2017/9/30 確
認）
注5）開隆堂出版株式会社小学校家庭教科書（平成 27 年度版）「年間指導計画作成資料」http://www.kairyudo.co.
jp/contents/01_sho/katei/h27/index.htm（2017/9/30 確認）
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